
第４１回日本産業技術大賞

文部科学大臣賞

長い 鼻 が特徴のＥ５系

座
席
シ
ー
ト
は

度
ま
で
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
き
フ
ッ
ト

レ
ス
ト
、
読
書
灯
な
ど
を
備
え
居
心
地
の
良
さ
を
追
求

改良されたＥ５系パンタグラフ

新
型
高
速
新
幹
線
電
車
Ｅ
５
系
東
日
本
旅
客
鉄
道
川
崎
重
工
業
日
立
製
作
所
三
菱
電
機
東
芝
東
洋
電
機
製
造
住
友
金
属
工
業
三
菱
重
工
業
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
鉄
道
シ
ス
テ
ム

速
度
上
げ
つ
つ
音
・
揺
れ
抑
制時速３６０�を想定工夫重ね基準クリア 第４１回日本産業技術大賞審査委員

◆
審
査
委
員
長
◆

総
合
科
学
技
術
会
議
議
員相澤

　
益
男
氏

◆
委
員
長
代
理
◆

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

中
村
　
道
治
氏

◆
審
　査
　委
　員
◆

産
業
技
術
総
合
研
究
所
副
理
事
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
　
晃
氏

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
副
理
事
長
　
　
羽
藤
　
秀
雄
氏

東
北
大
学
総
長

井
上
　
明
久
氏

日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
　
　
　

　
　
　
　

間
宮
　
馨
氏

理
化
学
研
究
所
社
会
知
創
成
事
業
本
部

長
　
　
　

土
肥
　
義
治
氏

土
木
研
究
所
理
事
長

魚
本
　
健
人
氏

内
閣
府
政
策
統
括
官

泉
　
紳
一
郎
氏

文
部
科
学
審
議
官

藤
木
　
完
治
氏

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
長
　
　

　
　
　
　

菅
原
　
郁
郎
氏

日
刊
工
業
新
聞
社
社
長
　

井
水
　
治
博

順
不
同
、
所
属
は
審
査
委
員
委
嘱
当
時
の
も
の
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は
や
ぶ
さ
車
両

　
現
在
、
東
北
新
幹
線
に
お

い
て
国
内
最
速
の
最
高
時
速

３
０
０

で
運
行
し
て
い

る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
Ｅ
５
系
新

幹
線
電
車

愛
称
「
は
や
ぶ

さ
」

。
２
０
１
２
年
度
末

に
は
最
高
速
度
を
時
速
３
２

０

に
引
き
上
げ
る
こ
の

車
両
は
、
日
本
の
技
術
の
粋

を
結
集
し
、
従
来
の
新
幹
線

車
両
よ
り
も
速
度
を
上
げ
つ

つ
も
、
静
粛
性
や
乗
り
心
地

は
向
上
さ
せ
た
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
。
Ｅ
５
系
開
発
の
経

緯
を
振
り
返
る
と
、
音
と
揺

れ
の
発
生
を
い
か
に
抑
え
る

か
に
腐
心
し
た
歴
史
が
浮
か

び
上
が
る
。
車
両
製
作
に
携

わ
る
技
術
者
た
ち
が
騒
音
と

振
動
と
の
戦
い
の
末
に
実
現

さ
せ
た
の
が
、
国
内
最
速
の

鉄
道
車
両
Ｅ
５
系
だ
っ
た
。

　
Ｅ
５
系
の
開
発
が
始
ま
っ

た
の
は

年
ご
ろ
。
当
時
の

大
塚
陸
毅
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長

が
「
時
速
３
０
０

を
超

え
る
」
こ
と
を
具
体
的
な
目

標
と
し
て
掲
げ
、
新
車
両
開

発
の
指
令
を
出
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｊ
Ｒ
東
の
技
術
陣
が
そ

の
具
現
化
に
向
け
動
き
だ
し

た
。

　
新
幹
線
開
発
に
お
い
て
、

「
速
度
向
上
」
の
壁
に
な
る

の
は
、
「
騒
音
と
振
動
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
」
。
そ
れ
ま

で
は
最
高
速
度
時
速
２
７
５

で
営
業
し
て
い
る
Ｅ
２

系
が
最
新
の
車
両
だ
っ
た
。

だ
が
、
単
純
に
車
両
の
速
度

だ
け
を
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
Ｅ
２
系
で
も
時
速
３
０

０

は
超
え
ら
れ
る
。
問

題
は
速
度
が
高
ま
る
の
に
比

例
し
て
大
き
く
な
る
騒
音
と

振
動
だ
。
Ｅ
２
系
に
採
用
し

て
い
る
騒
音
や
振
動
を
減
少

さ
せ
る
技
術
で
は
、
時
速
３

０
０

で
走
る
際
に
生
じ

る
騒
音
や
振
動
な
ど
の
環
境

性
能
が
国
の
基
準
を
ク
リ
ア

で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
東
は
試
験
車

両
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
３
６

０
」
を
製
作
し
た
。
「
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」
は
「
フ
ァ
ー

ス
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の

略
語
で
あ
り
、
「
３
６
０
」

は
時
速
３
６
０

を
意
味

す
る
。
最
高
速
度
時
速
３
６

０

程
度
で
線
路
を
走
ら

せ
た
際
、
そ
の
基
本
性
能
や

信
頼
性
に
加
え
、
騒
音
、
振

動
と
い
っ
た
環
境
性
能
の
三

つ
の
要
素
を
検
証
し
、
現
行

の
新
幹
線
の
改
良
点
を
探
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。

　
走
行
し
た
の
は
主
に
仙
台

市
―
岩
手
県
北
上
市
間
。
こ

の
区
間
だ
け
、
線
路
を
「
軌

道
な
ど
の
地
上
設
備
を
時
速

３
６
０

で
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
変
え
た
」

田
島

信
一
郎
鉄
道
事
業
本
部
車
両

技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

。

鼻
の
長
さ

　
ま
た
、
環
境
規
制
で
大
き

な
障
害
と
な
る
ト
ン
ネ
ル
微

気
圧
波

車
両
が
ト
ン
ネ
ル

突
入
時
に
圧
縮
し
た
空
気
が

発
す
る
騒
音
や
振
動

の
対

策
の
た
め
、
そ
の
測
定
を
す

る
体
制
も
整
え
た
。
そ
し

て
、

年
度
か
ら
３
年
を
か

け
て
、
営
業
列
車
が
走
行
し

な
い
夜
間
に
、
徐
々
に
速
度

を
上
げ
な
が
ら
、
試
験
走
行

を
続
け
、
評
価
を
積
み
重
ね

た
。
そ
し
て
、
国
の
基
準
の

ク
リ
ア
と
そ
れ
を
達
成
す
る

技
術
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
兼

ね
合
い
を
考
慮
し
て
、
営
業

車
両
は
最
高
速
度
を
時
速
３

２
０

に
設
定
し
た
。

　
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
技
術

の
一
つ
が
、
Ｅ
５
系
の
特
徴

で
も
あ
る
「
ロ
ン
グ
ノ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
る
長
い
鼻

だ
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
３
６

０
で
は
、
鼻
の
形
を
２
種
類

用
意
し
、
比
較
試
験
を
実

施
。
さ
ら
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
風
洞
実
験
の
実
験
を

加
味
し
た
結
果
、
Ｅ
２
系
で

は
９

だ
っ
た
鼻
の
長
さ
を

に
伸
ば
し
て
、
ト
ン
ネ

ル
微
気
圧
波
を
軽
減
し
た
。

　
ま
た
、
は
や
ぶ
さ
の
外
見

で
従
来
の
新
幹
線
か
ら
変
わ

っ
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
点

に
、
台
車
が
カ
バ
ー
で
覆
わ

れ
、
車
輪
が
外
か
ら
見
え
な

く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
は
台
車
か
ら
出
る
機
械
的

な
騒
音
を
閉
じ
こ
め
つ
つ
、

車
体
側
面
を
平
滑
に
し
て
空

力
音
を
抑
え
る
狙
い
が
あ

る
。
カ
バ
ー
は
「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
時
に
取
り
外
す
手
間
が

増
え
る
の
で
、
で
き
れ
ば
な

い
方
が
い
い
」

田
島
車
両

技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

も
の

だ
が
、
騒
音
を
減
ら
す
と
い

う
大
命
題
の
た
め
、
採
用
さ

れ
た
。

　
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
も
ま
た
、

電
流
が
流
れ
る
ス
パ
ー
ク
の

音
と
、
風
き
り
音
で
大
き
な

騒
音
を
出
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
パ
ン
ダ
グ
ラ
フ
が
電
線

と
接
し
て
集
電
を
す
る
す
り

板
部
分
を
蛇
腹
状
に
変
更
。

電
線
へ
の
追
従
性
能
を
向
上

さ
せ
た
。
従
来
は
二
つ
の
パ

ン
タ
グ
ラ
フ
を
立
て
て
い
た

も
の
を
、
は
や
ぶ
さ
で
は
一

つ
だ
け
で
済
む
よ
う
に
し
、

騒
音
源
を
減
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
搭
載
し
た
振

動
計
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

車
両
の
左
右
の
振
動
を
低
減

す
る
フ
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
装
置
と
、
カ
ー

ブ
を
通
過
す
る
際
、
車
体
を

曲
が
る
方
向
に
傾
斜
す
る
こ

と
で
、
遠
心
力
を
緩
和
し
、

乗
り
心
地
を
良
く
す
る
車
体

傾
斜
装
置
も
全
車
両
に
装
備

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
従
来

の
新
幹
線
に
採
用
し
て
い
る

技
術
だ
が
、
フ
ル
ア
ク
テ
ィ

ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
車
体

傾
斜
装
置
を
併
用
し
た
の
は

初
め
て
だ
。

　
新
幹
線
は
そ
の
誕
生
時
か

ら
技
術
革
新
を
進
め
、
速
度

を
向
上
さ
せ
て
き
た
。
Ｅ
５

系
の
次
と
な
る
車
両
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
技
術
は
何
な
の

か
。
田
島
車
両
技
術
セ
ン
タ

ー
所
長
は
「
測
定
技
術
や
素

材
な
ど
の
周
辺
技
術
が
ど
こ

ま
で
高
ま
る
か
が
カ
ギ
」
と

話
す
。

安
全
と
環
境
と

　
レ
ー
ル
の
上
を
車
輪
で
安

定
さ
せ
て
走
ら
せ
る
と
い
う

鉄
道
固
有
の
技
術
は
、
鉄
道

が
生
ま
れ
て
か
ら
ほ
と
ん
ど

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
速

度
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
ば
、

モ
ー
タ
ー
の
出
力
を
高
め
れ

ば
鉄
道
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
並
み
の
速
度
も
出
せ

る
。

　
問
題
は
そ
れ
を
い
か
に
安

全
と
環
境
性
能
を
維
持
し
て

高
速
化
を
実
現
す
る
か
に
あ

る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

解
析
の
技
術
、
素
材
の
軽
量

化
と
そ
の
加
工
技
術
の
高
度

化
が
鉄
道
の
高
速
化
を
支
え

て
き
た
。

　
Ｅ
５
系
も
ま
た
、
３
年
間

に
わ
た
る
試
験
走
行
を
は
じ

め
、
数
々
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
実
験
の
蓄
積
を
も
と

に
、
騒
音
と
振
動
と
い
う
古

く
か
ら
の
鉄
道
の
障
害
を
改

め
て
研
究
、
解
析
し
直
す
こ

と
を
開
発
の
出
発
点
に
し
て

い
る
。
今
回
、
試
験
車
両
の

最
高
速
度
は
時
速
３
６
０

で
あ
り
な
が
ら
、
コ
ス
ト
面

か
ら
Ｅ
５
系
は
最
高
速
度
を

３
２
０

に
抑
え
た
。
た

だ
、
環
境
性
能
を
高
め
る
た

め
の
周
辺
技
術
の
進
歩
が
さ

ら
に
進
め
ば
、
「
時
速
３
６

０

の
実
現
は
、
そ
う
遠

い
こ
と
で
は
な
い
」

田
島

車
両
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

と
い
う
。


